
２ 視点１に関わって  

（１）目的意識をもって学習に取り組むませる手立て 

① 付けたい資質・能力や指導事項を明確にした単元構想。    

② 児童に学習の見通しをもたせる。 
○単元のゴールを明確にする。 

○「見通しをもとう」のページを活用する。 

○学習計画表を活用する。（児童が授業の中で活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６
年
「
帰
り
道
」 

「
見
通
し
を
も
と
う
」
の
ペ
ー
ジ 

 

学
習
計
画
表
（
児
童
が
授
業
の
中
で
活
用
） 
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○相手意識、目的意識をはっきりして取り組む。（だれに 何のために） 

例・「一つの花」のリーフレット→３年生に、来年学習するときの参考になるように見せる。 

 ・「じどうしゃ図鑑」→図書室においてもらって、たくさんの人に見てもらう。 

 ・「学校紹介リーフレット」→田山小の友達に、安代小のことを分かってもらうために作る。 

 ・感想発表会→クラスの中で、いろいろな意見を交流し、考えを深めるために  等 

 

 ○単元の流れを明確にする。 

      ・基本的には、以下のようにする。しかし、児童の実態や単元によって臨機応変に変える。 

          

 

 

 

 

 

 

○本時の流れを明確にする。 

 ・基本的には，以下のようにする。しかし，児童の実態や単元によって臨機応変に変える。 

 

 

 

 

 

  

（２）自分の学びを自覚するための手立て 

①既有知識とこれまでにつけた力の確認 

【例１】単元のはじめ  T：説明文の学習が始まりますが，今まで説明文を読むとき，どんな

ことに気を付けてきましたか？ 

             C：「問い」と「答え」に気を付けました。 

【例２】単位時間はじめ T：前の時間は，「情景」という表現を学習しましたね。情景からはど

んなことが分かりましたか。 

             C：登場人物の気持ちです。 

※「問い」「答え」だけでは読み解けなさそうだ，本時の課題は「情景」よりも別の部分に着目し

たほうが適切だ・・・などの足りない力の自覚や，別視点への転換にもつながる。 

               

 

１ つかむ  ・課題の確認 

２ 考える  ・読む学習場面の音読 

・確かめる内容と構造の把握 

・考える 精査解釈 

・交流する（ペア グループ 全体） 

・発表する 全体化 

３ 振り返る・まとめる 
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１ つかむ 

２ 考える 

３ 深める 

４ まとめる 

５ 広げる 

自力解決 



②振り返り 

○ 「まとめ」と「ふり返り」 

     ・「まとめ」課題についての共通認識や、みんなで考えたことの総括。「考える」段階の終末に

行う。 

     ・「ふり返り」本時の学習の、自分の学びや変容などについて考えるもの。 

     ・学習場面、段階のねらいに応じて「まとめ」「ふり返り」を弾力的に行う。 

○ 振り返りを生かすために 

     ・振り返りの視点を提示し、児童と共有する。 

     ・国語以外の教科でも活用する。 Ex.「今日のふり返りは○○で書こう。」    

 ・単元の段階に応じて使い分ける。 

Ex.単元のはじめには①②で、交流で深めた場面では③で、単元の終末には⑥⑦で書く。 

〇 ふり返りの視点（案）と、書き方の例 
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情意面のふり返り 

★学びの自覚 

★★関心意欲態度 

技能面のふり返り 

★学びの自覚 

★★活用への意識 

 

 ②
が
ん
ば
っ
た
こ
と 

①
分
か
っ
た
こ
と 

思
っ
た
こ
と 

④
前
と
く
ら
べ
て 

（
ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ
タ
ー
） 

③
友
達
の
よ
さ 

交
流
の
よ
さ 

⑥
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と 

⑦
こ
れ
か
ら
生
か
し
た
い
こ
と 

【 

振
り
返
り
の
視
点
（
案 

） 

】 
【
例
】
今
日
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
仕
事
と
作
り
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ほ

か
の
車
の
仕
事
と
作
り
を
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。 

【
例
】
今
日
は
、
友
達
に
自
分
の
考
え
を
話
す
こ
と
を
頑
張
り
ま
し
た
。

考
え
の
わ
け
も
話
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

【
例
】
は
じ
め
は
、
ご
ん
が
い
た
ず
ら
ば
か
り
し
て
い
た
か
ら
悪
い
と
思

っ
た
け
ど
、
今
日
勉
強
し
て
、
一
生
懸
命
つ
ぐ
な
い
を
し
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
例
】
今
日
学
習
し
た
要
約
の
し
か
た
を
使
っ
て
他
の
文
章
も
要
約
し

て
み
た
い
で
す
。 

【
例
】
今
日
の
交
流
で
○
○
さ
ん
が
、
自
分
が
気
付
か
な
か
っ
た
考
え
を

話
し
て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。 

【
例
】
今
日
の
学
習
で
、
大
切
な
言
葉
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
繰
り
返
し
出
て
く
る
言
葉
に
気
を
つ
け
た
い
で
す
。 

⑤
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と 

も
っ
と
考
え
た
い
こ
と 

【
例
】
太
一
が
ク
エ
に
も
り
を
打
た
な
か
っ
た
の
か
、
自
分
の
中
で
は
答

え
が
で
て
い
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
考
え
た
い
で
す
。 



  振り返りのイメージ 

  

３ 視点２に関わって  

（１）言葉に着目するための手立て 

○サイドライン等 

 発達段階に応じた手立てのステップアップ  

 

  

     

※ 教材文の特徴に応じて，手立てを重ねたり，選択したりしていく。 

 

 

①がんばったこと/思ったこと

②分かったこと/できるようになったこと

＜技能面＞

例：「しかし」を使っ

て文が書けるようにな

った。

例：文末に着目して読

めば，事実と筆者の考

えが区別できることが

分かった。

③学習して変わったこと/友達のよさ

＜変容＞（情意面）

例：はじめは～だと思

っていたけど，～と考

えが変わった。

例：○○さんの見方が

すごいと思った。

④今後生かしたいこと

＜活用＞（技能面）

例：登場人物の気持ち

を考える時に，情景も

意識したい。

例：「～たり～たり」

を使った文を正しく書

きたい。

・サイドライン

・色分け

・線囲み

・矢印や線で関連付け

・比較

・書抜き

・書き込み

・言い換え

＜情意面＞ 

例：○○するのを頑

張った。 

例：登場人物は～だ

と思った。 

 

 

学
び
の
自
覚 
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教科書 

ワークシート 

ワークシート 

ノート 

教科書 

ワークシート 



○音読 

 
      ・音読してからその意図を問うことで，読みを深める。 

       【例】T：「どうしてそう読みましたか？」 

          C：「うんと考えて思いついたから元気よく言ったと思います。」 

       【例】T：「つりあげるというのはどういう動きですか？」 

          C：「（動作化する）こう・・・。」 

          T：「どうしてそういう動きをしたのですか？」 

          C：「釣りとかでこうやって糸があって，持ち上げるから・・・」 

 （２）論理的に考えるための方法 

①「考え」「根拠」「理由」の３つの段階を踏んで，自分の考えを伝えることを意識させる。 

 

・考え・・・問いに対する自分の考え。  

・根拠・・・考えをもつに至った根拠となるもの，みんなで共有できるもの。（＝叙述や資料） 

・理由・・・根拠に着目した理由となる，既有知識や経験などに基づいた自分の考察。   

    

     ・「考え」→「根拠」→「理由」もしくは，「考え」→「理由」→「根拠」の順で発表できるよ

う，他教科でも意識しながら取り組む。 

○ 良さの理解 

・「考え」「理由」「根拠」を踏まえて話すと，論理的（具体的）で説得力がある考えになるこ

とを理解させる。児童が良さを実感できるように指導していく。 

     ・児童の発言や記述を取り上げ,評価する。 

★低学年では，「考え」「根拠」までを伝えられるように指導する。「理由」については，教師

の発問（②参照）で導いていき,発達段階に応じて指導する。 

★「考え・根拠・理由」の用語は児童に無理して使わせず，指導側の共通認識としておさえる。 

  

音読

動作化

言葉に着目する発問

「どうしてそう読み

ましたか（動きまし

たか？」

「どう読みたいです

か？」

音読劇

朗読
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 音読で言葉に着目させるには   



資料 八幡平市教育委員会指導主事 及川千暁先生  

   「走れメロス」より 
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最
高
潮
は
ど
こ
か 

『
根
拠
』 

 
 

最
高
潮
は
「
走
れ
！
メ
ロ
ス
」
の
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。 

 
根
拠
は
、
定
義
の
①
②
に
あ
て
は
ま
る
か

ら
で
す
。
メ
ロ
ス
は
今
ま
で
一
度
も
弱
さ
を

見
せ
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
時
だ
け
は

「
ど
う
で
も
い
い
。
何
も
か
も
ば
か
ば
か
し

い
。」
と
全
力
で
走
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
水
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ

て
、「
歩
け
る
、
行
こ
う
。」
と
前
向
き
に
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
も
し
こ
の
ま
ま
メ

ロ
ス
が
あ
き
ら
め
て
い
た
ら
、
王
を
変
え
る

こ
と
も
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
信
頼
に
応
え

る
こ
と
も
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
思

い
ま
す
。 

最
高
潮
は
ど
こ
か
『
考
え
』 

 
 

最
高
潮
は
「
走
れ
！
メ
ロ
ス
」
の
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。 

 

根
拠
は
、
定
義
の
①
②
に
あ
て
は
ま
る

か
ら
で
す
。
メ
ロ
ス
は
今
ま
で
一
度
も
弱

さ
を
見
せ
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
時

だ
け
は
「
ど
う
で
も
い
い
。
何
も
か
も
ば
か

ば
か
し
い
。」
と
全
力
で
走
る
こ
と
を
あ
き

ら
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
水
を
飲
む
こ

と
に
よ
っ
て
、「
歩
け
る
、
行
こ
う
。」
と
前

向
き
に
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
も
し

こ
の
ま
ま
メ
ロ
ス
が
あ
き
ら
め
て
い
た

ら
、
王
を
変
え
る
こ
と
も
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ

ウ
ス
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
も
で
き
ず
に

終
わ
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。 

最
高
潮
は
ど
こ
か
『
理
由
』 

 
 

最
高
潮
は
「
走
れ
！
メ
ロ
ス
」
の
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。 

 

根
拠
は
、
定
義
の
①
②
に
あ
て
は
ま
る

か
ら
で
す
。
メ
ロ
ス
は
今
ま
で
一
度
も
弱

さ
を
見
せ
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
時

だ
け
は
「
ど
う
で
も
い
い
。
何
も
か
も
ば
か

ば
か
し
い
。」
と
全
力
で
走
る
こ
と
を
あ
き

ら
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
水
を
飲
む
こ

と
に
よ
っ
て
、「
歩
け
る
、
行
こ
う
。」
と
前

向
き
に
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
も
し

こ
の
ま
ま
メ
ロ
ス
が
あ
き
ら
め
て
い
た

ら
、
王
を
変
え
る
こ
と
も
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ

ウ
ス
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
も
で
き
ず
に

終
わ
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。 

問いに対する自分の考え 

考えを持つに至った根拠となる

もの,みんなで共有できるもの 

（叙述や資料） 

根拠に着目した理由となる自分

の考察（経験や知識に基づいた 

もの） 

 



② 発問の工夫 

○根拠と理由があいまいなときは問い返して、根拠と理由を補う。 

＜根拠を問う発問＞ 

     ・どの言葉，文章から分かりましたか？ 

     ・どこから（挿絵や資料）分かりましたか？ 

  ＜理由（既有知識や生活経験）と結び付ける発問＞ 

     ・どうしてそう言えますか？ 

     ・このことについて，見たことや聞いたこと，知っていることがありますか？ 

     ・みんなはどんなときそう思うのですか？ 

   ・自分だったらどうするか考えてみましょう。 

     ・前に学習した「〇〇〇〇」と比べるとどうですか？ 

★教師のコーディネートで，根拠や理由を引き出し，３つのステップを踏んだ発表ができるよう

に導く。また，他教科でも同じように取り組むことで，浸透を図る。 

★既有知識と生活経験との結び付け，学んだことの活用は，教師が意図的に行う。 

 

 （３）学びを深めたり広げたりするための手立て 

 ① 交流の場の設定 

    ○目的を明確にした伝え合い活動 

   

     ★単位時間内の交流に，目的を明確にして取り組ませる。 

低学年・・・教師が意図をもって交流を位置づける。 

     【例】・考えを伝え合い，自分の考えを確かにするための交流 

        ・聞く力，応答する力をつけるための交流 

中学年・・・交流の目的を児童に理解させる。 

【例】・互いの考えを比べて，共通点や相違点を見つけるために交流する。 

   ・考えを交流して質問や意見を述べ合い，自分の考えを深める。     

      高学年・・・交流の目的を児童に理解させるとともに，交流によって考えを修正したり，

まとめたりする。 

         【例】・グループで１つの意見を出すために交流する。 

            ・交流の中でアドバイスをし合い，自分の考えをよりよいものにする。 

   

•感想を言う

•質問する

考えを

話す

・共通点

・相違点

考えを

比べる

•アドバイス

•修正

•１つにまとめる

考えを

まとめる
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○多様な考えを引き出す話題の設定 

【例】「一つの花」４年 

・ゆみ子は、お父さんの願い通りに成長しているか。 

           ・戦争の激しさが一番伝わるのはどこか。 

           ・お父さんは、一輪のコスモスの花にどんな思いを込めているのだろう。 

         「お手紙」２年    ・主人公はだれか。 

         「モチモチの木」３年 ・豆太がもっとも必死になっている場面はどこか。 

         「ごんぎつね」４年  ・最後の一文はあった方がよいか。 

         「やまなし」６年   ・賢治はなぜ「やまなし」と題名をつけたのか。 等 

   ○ 学習形態の工夫 

       ・ペア 

       ・グループ 

       ・全体 

   ②教師の関わり 

○ 【視点２】２ ② 教師の関わり 参照 

 

③振り返り 

○ 【視点１】２ ② 振り返り  参照  
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